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Abstract
Botany was known and practiced in Japan in the Edo period. At the time, botany thought 
new parts of plants that was undeveded by Chinese and Japanese herbalist. Utagawa Youan 
introduced the form of botany from Europe. He transelated the words for parts of plants using 
terminology for animal parts, such as ransou ʻoverryʼ, ena ʻafterbirthʼ, hozo ʻnavelʼ, hozo-no-o 
ʻnavel stingʼ. The reason behind his choice was that this type of botany brought new, 
progressive ideas about plants, including the notion that animals and plants are similar life 
forms in that they both reproduce sexually.
宇田川榕庵による植物部位名の特徴 157（2）
はじめに植物を根・幹茎・枝條・葉・花・穂・果実・種子に分けて捉えるこ






































































































































































































































































れらの辞書は漢和辞書である。 「芽」という漢語は「めぐむ」を意味し（ 『説文』 「芽、萌也」 ） 、部位名 して用いられないのである。しかし、メ（芽）は『古事記』の歌謡に「粟生 はかみら一本
　
そ根芽つ








。一云花房〉 【承花附也】 」 とあり、 『類聚名義抄』 でも 「花房」

























中薬、下薬の三品に分けられる。上薬は不老長寿を保つ効果のあるもの、 は健康を保つために効果のあるもの、下薬は病気を治すために効果のあるもの、といった人間の利用の為 分類である。以降、宋・金・元代までの標準的な本草書では基本的 この分類が踏襲されるが、明代に入ると 王綸 『本草集要』 （功治九年〔
1496 〕刊）が
三品分類を廃して 草・木・菜・果・穀に分けることを行っている。これが江戸時代の日本本草学に多大な影響を与えた『 草綱目』 （万暦十八年〔
1590 〕序）に踏襲されることになる。山田慶児氏は『本草



























































とあるが、実際の個々の草木の説明においても、この 「根」 「荄」 （草根）「枝」 「幹」 「華」 「実」だけでほぼ済まされている。これは有用の植物を無用の植物から区別することが重要であり、それには葉 形の広狭尖丸や、花や根の色などを区別するだけで十分だったからであろう。したがって「 （大黄の）青葉、菎麻に似たり。大なる者扇の如し。根、芋の如し。大なる者盌の如し。…其の細根、牛蒡の如し。小なる者、亦芋の如し」など「何々に似たり」 「何々の如し」といった説明で済まされていることが多い。それでは できないものにつ ては、條（小枝）茎や葉にある「毛」 、根の「皮」などの特徴が言及されるに過ぎない。こうした説明方法は日本でも踏襲されており、宮崎安貞『農業全書』には「木 色あかくして皮うすし」 （杉） 、 「木の肌柔らかなり」（桐）など見え、貝原益軒『大和本草』でも 其木
中ナカ
空也故、ウツ木







































二十年三月発行）に調査されたものがあり、次のような指摘が既になされている。 「葉柄・托葉・葉腋などの概念は見えない」 、 「葉脈についての生理的な理解はなく、紋様として、縦理・縦道（タテスジ） ・横脈・間道（ヨコスジ）など 表現が見られる」 、 「花についての表現では、萼・苞
はかま
、単弁・重弁・千弁、筒弁などの用語が見られる。苞は


















































濃守 （正則） に贈られたのは万治二年 〔




ontanus 『日本使節記』 ） 、石井当光原訳・吉田正恭修定『遠
西独度涅烏斯草木譜』として完訳されたのは十九世紀前半のことである（文政六年〔
1823 〕大槻玄沢序。早稲田大学図書館蔵資料影印叢書


















































 是レ樹幹ヨ 分生スルモノニ テ四方ヘ繁延スルコト猶人身ノ腕アルガ如シ。
皮カハ
　　　







































































































































































































 脈管には「材の繊維」 ・ 「巴
バレンシマ

































































  「萼」 ・ 「花
リン










































距」 （ 「嘴」 も）と言う。
　　　　






























































































 「種子」 （ 「核」とも）は植物の卵である。 「仁薏」 ・ 「細根」 ・「種
かひわれ















































1858 〕 刊） である。全八巻。巻一の 「総論」

















 外長類の「幹」に 心」 ・ 「心の皮 （心皮） ・ 「木」 （木体） ・ 「通皮と木の層」 （通皮木の層） ・ 「皮」からな 。皮は四層からなり、第一層は「外皮 、第四層は「内皮」 （真皮）と言う。心皮には無数の細い「支管」がある。内皮は「通皮木の層」からなる。幹中に「管」 （細長管）があり、その中に 胞嚢 がある。嚢の中は厚流質である。木は心皮の外にあり、毎年一層ずつ増えていく
枝
　
 幹から「枝」を生じ 枝から 條」 （小枝）を生じる。 「刺」 「節」あるものがある。
葉
　
  「葉」は「管」と「胞体」とからなる。 は「総管」から 枝管（ 「支管」 ） を生じ、枝管は 「細管」 を生じ、細管の末には常に 「細胞」がある。葉は二層を成し、 「葉上」に「刺 ・ 「 （外皮の）口」があるものがある。
花
　
  「花」は「萼」 （ 「花萼」 ） ・ 「辨」 （ 「花辨 ） ・ 「鬚」 （ 花鬚」 ） 心（花心） 」からなる。未開の時は「蕊」の状態である。
　　
 萼は花落ちて後、果 皮、果の蔕となる（ 「花蔕」 。萼に茎がある。
　　











 心は花の中にあり、皮に巻かれており 「子房 ・ 「管」 柱
同志社女子大学　総合文化研究所紀要　第31巻　2014年148（11）
































鼻・臍・臍帯 子室 子牀・蜜腺・骸骨 喉 鶏距（嘴） ・両翼・龍骨・ 「萼」 ・辨尖 舷・花爪 筒子 花粉
・花精・花柱・子



























































































と、 「無器の体」 （鉱物。生命の無いもの）に対して植物と動物とは同じく「有器の体」 （生命を持つもの）であることを説明 つつも
　
 動植二物、大異にして小同、数端有り。
と述べ、植物と動物の違いを列挙する（巻１「総論） 。彼らは動植一理という考え方より、前述 よ に、創造主のみわざの霊妙 を讃えることに重点があったようである。
これに対して、榕菴の意図は日本人にとって新しい植物観を伝え
ることにあったよ である。榕菴もまた造化の巧妙さは人智の能く

































































































































vary （英） 。 『植学啓原』









。 『泰西本草名疏』 （文政十二年 〔
1829 〕































































































榕菴はこうした語の他にも、前掲の 「気管」 「腺 （細
キリール
腺・蜜腺） 」 「骸骨」












 ハナブサの和訓があるのは、 「花房」 （僧上・五） 、 「房」 （仏下・九三） 、 「柎」（仏下本・九三） 、 「萼」 （僧上・四六） 、 「蘂」 （僧上・一四） 、 「英」 （僧上・三五） 、裹（仏中・一三七） 、 「莛」 （法中・一三七）など。また、ハナビラの和訓があるのは、 「蘂」 （草冠に 云木 ） （僧上・四六） 、 「韚」 （僧中・八三）である。
注②
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 牧野富太郎の 「胚珠是カ卵子非カ」 「
O
vule
ノ胚珠ニ非サセル證拠ヲ見ヨ」
（共に『植物集説・下』所収）に、
O
vule
の訳語についての明治時代の
興味深い議論が見られる。牧野の主張は、子房（
O
vary ）内の胚珠が
O
vule
であるとされているが、
O
vule
は卵子であって、胚珠は
N
uceleus
=
N
ucellus
であるとするものである。
